
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

平 高 新 聞 
第３号 

発行：長崎県立平戸高等学校学務部 

令和６年６月２８日 

校 長 室 か ら 

『～言葉の好循環～』 校長  市丸 佐緒里 

「遊ぼう」っていうと 「遊ぼう」っていう。 

「ばか」っていうと 「ばか」っていう。 

「もう遊ばない」っていうと 「「遊ばない」っていう。 

そうして、あとでさみしくなって、 

「ごめんね」っていうと 「ごめんね」っていう。 

こだまでしょうか、いいえ、誰でも。 

山口県長門市出身の童謡詩人、金子みすゞ（本名テ

ル）さんの『こだま』という詩を紹介しています。こだ

まとは、山や谷で声や音が反響して聞こえてくること。

山びことも言います。幼いころは、山に登って「やっほ

ー」なんて声をかけ、山から声が戻ってくることを楽し

んだ思い出があります。 

さて、この詩では、自分が相手にかけた温かな言葉や

優しい言葉がこだまして、相手から温かな言葉や優し

い言葉で帰ってくる。逆に冷たい言葉やきつい言葉を

相手にかけると、自分に冷たい・きつい言葉が返ってく

ることを表現していると思います。詩の最後に下線を

つけて強調しています。このこだまという現象は、こだ

まだけでしょうか。いいえ、私たちの誰にでも言えるこ

とと教えてくれています。温かで優しい言葉の好循環

を意識してみませんか？ 

【先輩からのバトン！】 

創立５０周年企画 ～第３弾～ 

今回は第２０回卒業生平野毅さん（Ｂ・Take「

factory「理美容室代表）にお話をお聞きしました。 

高校時代はサッカーに情熱を注ぎ込んだ３年間だっ

たと思い出を語られました。当時、サッカー部員は７０

名。レギュラー争いも熾烈を極める中で、平野さんが大

切にしていたことは、①見えない所の努力を惜しまな

い②「ゴールはスタート」の志だったそうです。 

 

 学校で決められた練習だけでなく、自主練習に

取り組み、日常生活においても食生活改善、あい

さつ・礼儀作法を疎かにしないように努力したそ

うです。「ゴールはスタート」の言葉は、中学校

の恩師が教えてくださった言葉で、今もその言葉

を胸に、人生においても常に目標を持ち、挑戦し

続けられています。高校卒業後、理容師として福

岡で５年間修行、平戸市内で１３年間従業員とし

て勤務したのちに、地元、津吉町で独立開業。こ

こをゴールとせず次なる挑戦は、平戸市内の島々

等を車で移動してお客様をきれいにする『移動美

容室』。高校の進路に迷ったときに「好きなこと

を仕事にしなさい」と背中を押してくれた両親、

幼い時から教え育んでくれたふるさとに恩返し

したいという信念が、その挑戦の原動力となって

いると感じる対談でした。ありがとうございまし

た。 

 

高校時代の平野さん（中央） 

 

津吉町にある店舗前で 

【後輩へのエール】 地元で平高生の心優しい行

動や津吉茶市等でのボランティア活動を目にし

て、後輩を誇りに思い、いつも応援しています。

自分の信念を心に秘め、目標を持って頑張ってく

ださい。 



３ 日（水）野球部壮行式 

４ 日（木）映画上映会（地域自殺対策強化事業） 

５ 日（金）平戸市企業説明会（１・２年） 

6 日（土）進研総合学力テスト（2・3 年） 

８ 日（月）職場体験（２年）～１０日（水） 

10 日（水）高校生介護技術コンテスト（福祉３年） 

17 日（水）公務員模試（3 年） 

18 日（木）クラスマッチ 

19 日（金）第 1 学期終業式 

22 日（月）オープンスクール 

23 日（火）三者面談（全学年）～31 日（水） 

 

７ 月 の 主 な 行 事 予 定 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月１１日（火）公開授業 

  13「日（木）生徒総会 

  15「日（土）結（世代間交流会） 

  20「日（木）租税教室 

 どの行事に対しても生徒たちは真剣に取り組みま
した。 

そ の 他 

 

６月１日（土）～４日（火）の４日間にわたって県高総体が開催されました。 

総合開会式では、バスケットボール部とソフトテニス部が平戸高校の代表として堂々と行進しました。 

試合では、どの部活の選手も、練習の成果を発揮し、全力でプレーしました。 

〈バスケットボール部〉                〈ソフトテニス部〉 

 １回戦 対 大村 １３－１７０  負        【団体】２回戦  対 西陵  ２－１ 勝 

〈サッカー部〉                        ３回戦  対 東翔  ２－１ 勝 

 １回戦 対 長崎北 ０－８    負            準々決勝 対 九州文化０－３ 負 

〈卓球愛好会〉                    【個人】 

【団体】２回戦 対 五島   ３－２  勝      「掛屋・小楠 １回戦 対 諫早農業 ３－４ 負 

    ３回戦 対 島原工業 ０－３  負      「井上・山口 １回戦 対 対馬   ４－１ 勝 

【個人】シングルス                        「２回戦 対 諫早農業 ４－０ 勝 

    藤澤 ２回戦 対 大村   ３－０ 勝          「３回戦 対 佐世保西 ２－４ 負 

       ３回戦 対 鎮西   ０－３ 負    「上田・小川 １回戦 対 壱岐   ４－１ 勝 

    林  １回戦 対 日大   ２－３ 負          「２回戦 対 長崎南  １－４ 負 

    本山 １回戦 対 大村   ２－３ 負    「栗山・江口 １回戦 対 佐世保南 ４－２ 勝 

    河原 １回戦 対 諫早商業 ０－３ 負          「２回戦 対 西陵   １－４ 負 

    柴山 １回戦 対 創成館  ０－３ 負    「浦田・﨑村 １回戦 対 上五島  ４－１ 勝 

    ダブルス                         「２回戦 対 島原   ２－４ 負 

    本山・柴山 １回戦 対 諫早商業 ０－３ 負 「松本・松田 １回戦 対 五島   ４－０ 勝 

    林・藤澤  １回戦 対 中五島  ３－１ 勝       「２回戦 対 日大   ０－４ 負 

          ２回戦 対 口加   ２－３ 負 

 

 

 高 総 体 

【公開授業】 【結】 


